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都　内
保険料

都　外
保険料

引上げ額

法人Ａ種 33,100 36,100 700

法人Ｂ種 31,300 34,300 700

法人Ｃ種 27,100 30,100 600

第１種 28,100 31,100 600

第２種 22,700 25,700 600

第３種 18,400 21,400 500

第４種 13,600 16,600 200

第５種 11,700 12,900 100

成人男性 11,700 11,700 100

一般 4,200 4,200 据え置き

高校生相当 3,800 3,800 据え置き

中学生相当 3,800 3,800 据え置き

小学生相当 3,000 3,000 据え置き

幼児 1,800 1,800 据え置き

２０１7年度　保険料　　　(単位：円)

※40歳以上65才未満の介護保険第２号被保険者に対し
ては、月額2,700円の介護保険料が別に賦課されます
(200円の引上げ)。
※別途組合員に対しては、月額300円の国保入院共済掛
金が必要です(据え置き)。

組
合
員

家
　
族

区　分

家族の賦課対象は４人目まで(５人目以上は賦課対
象外です。

( 1 ) ２０１７年 ２月１０日
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第 ２３ 号

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
起
き
た
。
テ

レ
ビ
番
組
「
ニ
ュ
ー

ス
女
子
」
だ
。
反
基

地
運
動
に
取
り
組
む

沖
縄
へ
の
誹
謗
中
傷

が
、
ネ
ッ
ト
社
会
か

ら
街
頭
へ
、
そ
し
て
今
回
は
テ
レ

ビ
番
組
で
公
然
と
語
ら
れ
、
基
地

建
設
に
反
対
す
る
人
々
を
「
テ
ロ

リ
ス
ト
」
「
無
法
地
帯
」
な
ど
と

呼
ん
だ
▼
事
実
に
基
づ
か
ず
、
特

定
の
人
々
へ
の
差
別
と
偏
見
を
生

む
よ
う
な
番
組
が
地
上
波
で
流
布

さ
れ
た
。
「
放
送
さ
れ
た
の
は
、

異
論
で
も
議
論
で
も
な
く
デ
マ
。

そ
れ
が
ネ
ッ
ト
で
爆
発
的
に
広
が

っ
た
。
東
京
新
聞
論
説
副
主
幹
の

名
前
で
信
用
を
も
た
せ
、
差
別
を

あ
お
っ
た
」
と
番
組
で
名
指
し
さ

れ
た
団
体
の
代
表
は
憤
る
▼
一
方

で
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
名
称
を

変
え
て
、
共
謀
罪
の
法
案
成
立
を

め
ざ
す
安
倍
政
権
。
国
民
の
理
解

を
得
や
す
い
「
テ
ロ
対
策
」
と
銘

打
っ
て
の
登
場
で
あ
る
。
過
去
三

度
に
わ
た
り
廃
案
に
な
り
な
が

ら
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間

に
合
わ
せ
る
」
と
し
て
▼
共
通
す

る
の
は
、
共
に
強
圧
的
で
あ
り
、

今
日
の
世
の
中
の
排
外
的
な
気
分

を
あ
お
っ
て
の
こ
と
だ
。
一
般
市

民
に
は
関
係
な
い
、
だ
か
ら
気
に

し
な
く
て
い
い
、
危
険
な
人
物
だ

け
だ
か
ら
と
。
と
て
も
恣
意
的
な

判
断
で
ど
う
に
で
も
な
る
解
釈
の

法
案
で
あ
る
▼
今
回
の
番
組
が
肯

定
さ
れ
、
国
会
で
共
謀
罪
が
成
立

す
れ
ば
、
去
年
の
書
記
局
た
ち
の

沖
縄
高
江
で
の
勇
敢
だ
っ
た
抗
議

行
動
は
、
全
て
否
定
さ
れ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
組
合
全
体
の
運
動

も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。
反
対
の

声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
。

Ｗ
・
Ｙ

２
・
３
月
の
主
な
日
程

～

２
月

～

20
日(

月)

大
会
準
備
委
員
会

23
日(

木)

法
律
相
談

26
日(

日)

執
行
議
案
討
議

※
駅
宣
＝

22
・
24
日

～

３
月

～

２
日(

木)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

６
日(

月)

常
任
執
行
委
員
会

７
日(

火)

執
行
委
員
会

10
日(

金)

重
税
反
対
行
動

26
日(

日)

年
度
末
集
団
健
診

※
駅
宣
＝

８
・
９
・
24
日

駅
宣
は
時
間･

場
所
の
確
認
を

１
月
29
日(

日)

、
武
蔵
境
に

あ
る
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に

て
、
支
部
新
春
旗
び
ら
き
を
開

催
。
本
部
の
朝
倉
副
委
員
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
土
屋
正
忠
衆
議
院

議
員
・
菅
直
人
衆
議
院
議
員
、
邑

上
武
蔵
野
市
長
、
三
鷹
・
武
蔵
野

選
出
の
都
議
・
市
議
、
地
域
の
団

体
か
ら
来
賓
41
人
・
組
合
員
な
ど

総
勢
１
６
６
人
が
参
加
し
、
盛
大

に
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ

で
金
子
執
行
委
員

長

は

、

国

会

議

員
、
都
議
会
議
員

や
組
合
員
に
対
し
て
、
「
土
建
国

保
の
補
助
金
確
保
に
、
ご
協
力
い

た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
」

と
、
国
庫
補
助
や
都
費
補
助
に
尽

力
い
た
だ
い
た
議
員
の
み
な
さ
ん

に
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
組

合
員
・
家
族
の
み
な
さ
ん
が
取
り

く
ん
で
き
た
ハ
ガ
キ
要
請
に
も
お

礼
を
し
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
菅
直

人
衆
議
院
議
員
・
土
屋
正
忠
衆
議

院
議
員
が
行
い
、
そ
の
後
、
会
場

を
湧
か
せ
た
の
は
、
武
蔵
野
の
邑

上
市
長
で
し
た
。
市
長
は
、
「
ま

ち
の
安
全
安
心
、
そ
し
て
万
が
一

の
震
災
な
ど
の
非
常
時
を
考
え
た

時
、
東
京
土
建
の
み
な
さ
ん
と
、

防
災
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る

の
は
、
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
」
と
、
近
日
中
に
協
定
を
締

結
す
る
報
告
が
さ
れ
、
組
合
員
の

み
な
さ
ん
は
、
市
長
の
あ
い
さ
つ

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

各
団
体
な
ど
か
ら
の
あ
い
さ
つ

後
に
は
、
若
手
の
常
任
の
吉
田
さ

ん
・
田
中
さ
ん
の
２
人
に
よ
る
楽

し
い
ト
ー
ク
で
、
賞
品
な
ど
が
あ

る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

佐
渡
副
委
員
長
が
閉
会
の
あ
い

さ
つ
と
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
最
後
と
な
る
年
度
末

の
集
団
検
診
を
開
催
し
ま
す(

昨

年
４
月
１
日
か
ら
今
年
の
３
月
31

日
が
今
年
度
で
す)

。

ま
だ
、
今
年
度
受
診
し
て
い
な

い
組
合
員
・
家
族
の
み
な
さ
ん

は
、
こ
の
機
会
に
受
診
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
集
団
健
診
の
日
程

が
ど
う
し
て
も
合
わ
な
い
と
い

う
、
み
な
さ
ん
は
、
提
携
の
医
療

機
関
で
健
診
の
受
診
を
。

健
康
診
断
は
、
仕
事
と
く
ら
し

を
守
る
大
切
な
も
の
。
早
期
発
見

・
早
期
治
療
で
、
組
合
員
や
家
族

を
守
り
、
さ
ら
に
は
保
険
料
の
抑

制
に
も
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
・
家
族
の
み
な
さ
ん
が

健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ
と
は
、

土
建
国
保
の
保
険
料
に
も
影
響
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
関
紙
２
ペ
ー

ジ
に
記
載
を
し
て
い
ま
す
が
、
土

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

ん
の
健
康
診
断
の
受
診
率
が
、
全

国
平
均
よ
り
低
い
た
め
、
補
助
金

が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
の

健
康
を
守
り
、
保
険
料
に
も
影
響

す
る
健
康
診
断
の
受
診
を
す
す
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
と

き
〕
３
月
26
日(

日)

受
付
９
時
30
分
～
11
時
45
分

〔
と
こ
ろ
〕
三
鷹
市
公
会
堂

さ

ん
さ
ん
館

〔
申
込
期
限
〕
３
月
10
日(

金)

ま
た
は
、
定
員
２
０
０
人
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
申
込
書
に
記
入
し
、
分
会
経
由

か
支
部
ま
で
申
込
み
を
。

※
有
料
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
申

込
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
20
条
に
基
づ
き
、
三
鷹
武
蔵
野

支
部
第
３
回
定
期
大
会
を
以
下
の
と
お
り
、
開
催
す
る
こ
と
を
告
示

し
ま
す
。

大
会
準
備
委
員
長

佐
渡

荘

[

日
時]

４
月
９
日(

日)

午
前
９
時
30
分
開
会

[

会
場]

三
鷹
市
公
会
堂
さ
ん
さ
ん
館

〈
代
議
員
の
定
数
〉
代
議
員
は
、
支
部
執
行
部(

四
役
・
常
任
・
常

任
待
遇
・
執
行
委
員
・
執
行
委
員
待
遇)

と
、
各
分
会
の
１
月
１

日
組
織
数
の
20
人
に
１
人

(

端
数
は
切
り
捨
て)

。

〈
特
別
代
議
員
〉
特
別
代
議
員
定
数
は
、
青
年
部
５
人
、
シ
ニ
ア
３

人
、
主
婦
の
会
５
人
と
し
ま
す
。

[

役
員
立
候
補]

〈
立
候
補
受
付
〉
三
鷹
武
蔵
野
支
部
第
３
回
定
期
大
会
で
支
部
役
員

に
立
候
補
さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
５
日(

水)

午
後
５
時
00
分
ま
で

に
指
定
の
用
紙
に
て
、
大
会
準
備
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
す
る

こ
と
。

〈
役
員
定
数
〉
執
行
委
員
長(

１)

、
副
執
行
委
員
長(

若
干
名)

、

書
記
長(

１)

、
書
記
次
長(

３)

、
常
任
執
行
委
員(

11)

、

執
行
委
員(

17)

、
会
計
監
査(

２)

【
社
保
対
部
発
】
昨
年
、
年
３
回

に
わ
た
る
取
り
組
み
の
「
要
請
ハ

ガ
キ
行
動
」
な
ど
組
合
員
や
家
族

の
み
な
さ
ん
の
奮
闘
に
よ
り
、
東

京
都
の
補
助
・
国
庫
補
助
と
も
に

増
額
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
８
年
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
て
以

降
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
「
前

期
高
齢
者
納
付
金
」
「
介
護
給
付

費
納
付
金
」
等
は
医
療
費
と
と
も

に
年
々
増
加
し
て
お
り
、
本
来
で

あ
れ
ば
毎
年
１
人
あ
た
り
５
０
０

円
の
値
上
げ
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
（
23

区
国
保
も
２
０
１
７
年
度
保
険
料

を
平
均
７
２
５
２
円
（
年
額
）
引

き
上
げ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す)

。
現
在
、
保
険
料
を
２
１
１
２
円

値
上
げ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
急
激
な
医
療
費
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
に
保
有
す
る
こ
と
が
き

め
ら
れ
て
い
る
法
定
積
立
金
が
基

準
額
を
24
％
上
回
っ
た
た
め
、
そ

の
分
を
一
定
の
解
消
に
当
て
、
後

継
者
世
代
へ
の
配
慮
を
し
つ
つ
な

る
べ
く
特
定
の
区
分
が
著
し
い
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
た
保
険
料
設
定
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

個
別
の
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
３
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。

はじめのあいさつでお礼と決意を述べる金子委員長

邑上武蔵野市長
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【
後
継
者
対
策
部
発
】
１
月
８
日

支
部
事
務
所
に
お
い
て
後
継
者
対

策
部
主
催
の
「
新
春
餅
つ
き
」
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
、
肌
寒
い
日

で
し
た
が
、
朝
８
時
か

ら
準
備
を
は
じ
め
、
も

ち
米
を
ふ
か
し
て
９
時

30
分
よ
り
餅
つ
き
を
は

じ
め
ま
し
た
。

餅
つ
き
は
毎
年
の
恒

例
行
事
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
威
勢
の
い
い
掛

け
声
の
中
、
餅
が
つ
き

あ
が
り
、
つ
き
あ
が
っ

た
餅
は
、
あ
ん
こ
や
き
な
粉
、
い

ち
ご
大
福
な
ど
で
、
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
特
に
雑

煮
は
冷
え
た
体
を
温
め
て
く
れ
る

美
味
し
さ
で
し

た
。参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
お
父

さ
ん
と
一
緒
に
餅
を
つ
き
、
つ
き

あ
が
っ
た
餅
を
満
足
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。
支
部
会
館
の
２
階

で
は
コ
マ
回
し
や
福
笑
い
、
カ
ル

タ
な
ど
で
遊
び
、
昔
な
が
ら
の
お

正
月
を
楽
し
み
ま
し
た
。
当
日
は

組
合
員
家
族
、
近
隣
の
住
民
な
ど

45
人
の
参
加
で
し
た
。

前
日
よ
り
雑
煮
の
準
備
や
当
日

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
中
原
分
会
・
野
口
雅
義
記
】

中
原
分
会
は
中
原
３
・
４
丁
目

が
行
動
範
囲
で
、
こ
れ
と
い
っ

た
地
域
の
名
所
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
分
会
の
会
議
、
行
動

な
ど
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
中
嶋
神
社
。
創
建
年
代
は
不

詳
な
が
ら
弘
治
３
年
（
１
５
５

７
）
古
宮
山
に
あ
っ
た

稲
荷
社
と
境
内
に
あ
っ

た
稲
荷
社
の
２
社
を
慶

長
３
年
（
１
５
９
８
）

こ
こ
に
合
祀
。
明
治
６

年
村
社
に
列
格
し
た
と

い
い
ま
す
。
神
社
の
境

内
に
は
柴
田
勝
家
の
孫

の
勝
重
の
支
配
地
の
頃

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

中
仙
川
不
動
堂
も
併
設

さ
れ
て
い
て
、
歴
史
の

あ
る
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。
神
社
社
務
所

は
、
各
月
に
５
群
合

同
の
群
会
議
や
分
会

総
会
、
忘
年
会
、
交

流
会
、
拡
大
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
行
事
が
で

き
る
広
い
座
敷
が
あ

る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
の
他
に

も
分
会
で
は
三
鷹
市

中
原
公
会
堂
で
月
２

回
、
執
行
委
員
会
、

集
約
会
議
、
住
宅
デ

ー
の
会
場
と
し
て
も

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
分
会
組
合
員
の
人
数
も

多
数
で
し
た
が
、
最
近
は
少
な

く
な
り
、
新
中
・
新
川
分
会
と

の
合
併
の
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
合
併
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
組
合
員
数
の
増
加
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
賃
対
部
発
】
１
月
24
日
（
火
）

午
前
10
時
よ
り
武
蔵
野
市
、
午
後

１
時
20
分
よ
り
三
鷹
市
に
て
東
京

春
闘
共
闘
会
議
主
催
の
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
実
施
さ
れ
懇
談
を
行

な
い
ま
し
た
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
今
年
で

13
回
目
を
迎
え
、
都
内
50
自
治
体

で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は

主
に
①
市
で
働
く
「
臨
時
職
員
」

「
非
常
勤
職
員
」
を
中
心
と
し
た

労
働
環
境
・
待
遇
に
つ
い
て
、
②

公
共
工
事
で
働
く
労
働
者
の
環
境

や
公
契
約
に
つ
い
て
、
③
地
域
振

興
・
支
援
事
業
に
つ
い
て
な
ど
で

す
。東

京
土
建
か
ら
は
「
公
共
工
事

で
働
く
労
働
者
へ
の
公
正

な
賃
金
・
労
働
条
件
を
保

障
す
る
た
め
の
自
治
体
独

自
調
査
」
「
労
働
者
に
適

正
な
賃
金
や
労
働
環
境
が

確
保
さ
れ
る
た
め
の
入
札

業
者
に
対
す
る
指
導
」
に

つ
い
て
質
問
を
行
な
い
ま

し
た
。

回
答
は
「
入
札
業
者
は

各
関
係
法
令
を
遵
守
し
て

い
る
」
「
適
正
な
賃
金
と

労
働
環
境
を
確
保
し
て
い

る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
」
な
ど
、
両
市
と
も
に
積
極
的

な
元
請
業
者
へ
の
指
導
や
独
自
の

実
態
調
査
な
ど
は
行
な
う
予
定
は

無
い
と
し
、
積
算
さ
れ
た
設
計
労

務
単
価
が
下
請
け
の
建
設
労
働
者

に
行
き
届
い
て
い
る
か
否
か
の
実

態
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
ま
せ

ん
。適

正
な
税
金
の
使
わ
れ
方
（
労

働
者
に
適
正
な
賃
金
が
確
保
さ
れ

る
入
札
制
度
）
へ
の
変
換
を
め
ざ

し
、
ま
ず
は
両
市
に
賃
金
を
中
心

と
し
た
実
態
調
査
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

前
回
か
ら
の
続
き
・
・
・

ま
だ
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
な
い
の
で
、
脚
立
や
梯
子

な
ど
を
使
っ
た
高
所
作
業
は

し
な
い
よ
う
に
医
師
か
ら
は

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
こ
と
で
知
っ
た
の

で
す
が
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血

な
ど
の
脳
の
病
気
に
関
し
て
車
の

運
転
を
す
る
に
は
、
届
出
を
し
て

機
能
試
験
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

と
医
師
か
ら
指
導
さ
れ
、
運
転
免

許
試
験
場
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

体
の
動
き
や
標
識
の
確
認
な
ど
の

検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
運
転
に
は
支
障
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
合
格
し
ま
し
た
。
事
故

や
違
反
な
ど
の
時
の
た
め
に
は
、

受
け
た
方
が
、
良
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

今
後
は
病
気
の
再
発
に
十
分
に

気
を
付
け
て
、
仕
事
や
組
合
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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今
月
の
募
集
・
「
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
の
求
人
・
求
職
欄
に
掲
載
希
望
の
方
は
、
支

部
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

募
集
職
種]

型
枠
大
工

[

働
き
方]

常
用
・
手
間
請
・
社
員

[

募
集
人
数]

２
～
３
人

[

働
き
先]

野
丁
場

[

条
件]

経
験
者

[

事
業
所]

㈲
恵
誠
建
興調

布
市
入
間
町
２-

９-
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[

電
話]

０
９
０
―
２
２
１
３
―
１
２
８
６

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

①
２
月
21･

22
日
、
②
４
月
11･

12
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
11･

12
日

◇
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
26･

27
日(

今
年
度
は
今
回
の
み)

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
18･

19
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
11･

12
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
26
～
28
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
３
月
７･

８
日
、
②
４
月
６･

７
日

◇
足
場
特
別
教
育(

未
経
験
者)

[

と
き]

４
月
４
日

◇
足
場
特
別
教
育(

既
従
事
者)

[

と
き]

①
３
月
９
日
、
②
４
月
18
日

◇
石
綿
特
別
教
育

[

と
き]

①
４
月
17
日
、
②
５
月
23
日

◇
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育

[

と
き]

４
月
６
日

◇
自
由
研
削
砥
石

[

と
き]

①
２
月
21
日
、
②
４
月
18
日

◇
丸
の
こ
熱
中
症
セ
ッ
ト
コ
ー
ス(

特
別
教
育)

[

と
き]

①
２
月
22
日
、
②
４
月
19
日

◇
石
綿
・
電
動
工
具
セ
ッ
ト
コ
ー
ス(

特
別
教
育)

[

と
き]

４
月
17
～
19
日

◇
玉
掛
技
能
講
習(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

[

と
き]

４
月
14
～
16
日

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

[

と
き]

４
月
13
～
15
日

◇
高
所
作
業
者
（
外
部
）

[

と
き]

３
月
23･

24
日

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

整
地)

特
別
教
育

[

と
き]

４
月
14･

15
日(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

解
体)

特
別
教
育

[

と
き]

４
月
16
日(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

◇
増
改
築
相
談
員
新
規
・
更
新

[

と
き]

２
月
23
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

お世話になっている社務所

趣きのある建物の中嶋神社

先生と野口さん(右)・ご家族

三
鷹
市
と
の
懇
談
の
様
子

東山さん太鼓で盛上げる

田中後継者部長(右)も大奮闘

親子の参加も多数


